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小規模集落における独立グリッド整備と
ブロックチェーン技術活用による

新たなエネルギー自給・地域循環モデル形成事業
石狩市
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本資料は施工中のものであり、現況と異なる場合は現況を優先する。
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本事業で構築を目指す厚田地区マイクログリッドの位置・概要
2• 石狩市厚田地区に再生可能エネルギー電源（太陽光発電）と水素と蓄電池を組合せ

たエネルギー貯蔵型電力併給システム（水素ES）を設置し、小規模集落におけるマイク
ログリッドを構築

• 地域防災力の向上を図るとともに、地域におけるエネルギーマネジメントシステムの検討や、
環境・エネルギー教育、コミュニティ形成に係る検討を行う。

石狩市
厚田地区
（厚田/別狩）
354世帯 620人
※令和３年７月末

道の駅石狩あいろーど厚田

石狩消防署厚田支署

厚田学園
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厚田地区の特徴及び事業の背景
3

• 地域のエネルギー供給の停止に伴う住民の不安を、地域のエネルギー（太陽光
発電）を活かした電力供給モデルの構築により軽減。

本市の取組
・ 「石狩市厚田多機能拠点形成ビジョン」(平成28年3月)

地勢的に市の中心に位置する厚田を基点とした、
石狩市全域の活性化方策の取組を進める

地域のエネルギー供給の停止（停電）に伴う住民の不安

厚田地区におけるエネルギー供給面での不安の解消方策
・地域の特徴である太陽光発電のポテンシャルを活かしたマイクログリッドの形成
→地産地消の新たな電力供給モデル
→災害に強い地域づくりに寄与
→エネルギーの多面的な有効活用による新たな地域振興方策を検討

道の駅石狩「あいろーど厚田」



Copyright (C) 2021 Ishikari City Hokkaido,Japan. All Rights Reserved.北 海 道 石 狩 市 Copyright (C) 2021 Ishikari City Hokkaido,Japan. All Rights Reserved.北 海 道 石 狩 市

本事業で実現を目指す事業コンセプトと期待される効果の概要
4• 「再エネの地産地消」と「防災力の強化」を実現する新たな地域モデルを構築。

• 蓄電池と水素を活用したエネルギー供給システムの整備による地域防災力の向上。

低炭素な地域づくり
の推進

事業
コンセプト

複数の設備を組合せた
安定的な発電 防災拠点の形成

太陽光発電を電源とし発
電した電気を地域内で最
大限活用

余った電気は蓄電池と水
素で蓄エネ解決策

太陽光発電、蓄電池、水
素燃料電池等を組合せて
安定的な電気の供給を実
現

災害時（停電時）には
貯めておいた水素を用いた
燃料電池による発電、蓄
電池、太陽光発電を組
合せて学校等に電気を供
給

 CO2排出量の削減
地産地消の新たな電力
供給モデルを構築

期待される
効果

 エネルギー費用の削減
地産地消の新たな電力供
給モデルを構築

災害等に強い小規模集
落における自立分散型エ
ネルギーの確保

こ
れ
ら
を
組
合
せ
た

マ
イ
ク
ロ
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ッ
ド
を
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厚田地区で構築しているマイクログリッドシステムの特徴
5

停電時でも電力供給を継続し、太陽
光発電の一部も利用可能な状態に保
つ

水素システム（ES）は需給調整と災
害時の電源を担う

平常時は環境性・経済性の向上を実
現するエネルギーマネジメントを実施
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エネルギーシステムの概要
6• エネルギーシステムは、水電解装置、水素タンク、燃料電池、蓄電池により構成

• 太陽光発電量のうち公共施設で消費しきれず、蓄電池でも充電しきれない電気につい
ては、水電解により水素を製造し、災害時のエネルギーとして貯蔵

※各種コンテナは太陽光発電設備の北側に配置

エネルギーシステム（イメージ）

水電解装置
（1Nm3/h）

水素タンク
（120Nm3）除湿 燃料電池

（2kW）水素 水素 水素

空気

電気
(災害時)

水水 酸素太陽光発電量のうち
公共施設で消費し
きれなかった電気

蓄電池
168kWh

充電しきれない電気 電気エネルギーを化学エネルギー（水素）として蓄エネ

太陽光発電
163kW

可搬式蓄電池
40kWh
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エネルギーマネジメントシステム（EMS）等の開発・検討状況
7• エネルギーマネジメントシステムは平常時の再エネによる電気の最大活用と、非常

時の電気の供給継続を実現するという方針で開発中。
• また、事業開始後のマイクログリッドの運用状況がわかるサイネージについても検討
中。

エネルギーマネジメントシステムの開発方針

サイネージの検討状況
（右図：サイネージのラフイメージ）

現在サイネージの役割を事業の目的を踏
まえて整理し、見せ方やデザインを検討中
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ブロックチェーン活用に向けた調査・検討状況
8• ブロックチェーンを用いた電力データ（需要と供給）の記録について検討中

• 将来的に今回の対象施設以外もマイクログリッドに参加することを想定したブロックチェーン基
盤構築を目指し検討中
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通常時及び停電自立運転時の電力供給イメージ
9

163kW

165kW

168kWh

163kW 168kWh

系統電力も合わせ
必要な電力を供給

太陽光発電量のうち公共施
設で消費しきれず、蓄電池
でも充電しきれない電気につ
いては、水素として蓄エネ

（指定避難所）
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本事業により期待される効果イメージ
10

•活用可能な太陽光発電量 約１００千kWh／年
※約２５世帯分

• CO2排出量の削減効果 約６０トン／年
•エネルギー費用の削減効果 約９０万円／年
※１：災害時は蓄電池や燃料電池により一部の需要を72時間程度賄うことが可能
※２：より正確な効果については運用検証段階で確認予定

• マイクログリッドの導入により、温室効果ガス排出量の削減、エネル
ギー費用（特に電気代）の削減が期待される
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構築したマイクログリッドの運用を行うエネルギー供給会社の検討

11
• 構築したマイクログリッドに関する運転・保守管理等を行うエネルギー供給会社を
公募するための検討を実施中
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事業スケジュール

12• 2019年度は事業性確認を踏まえ、設計・施工発注仕様を検討
• 2020年度は発注仕様に基づき、設計・施工会社の公募選定を行い、実施設計を実施
• 2021年度は実施設計・施工・運用検証を行いつつ、エネルギー供給会社の選定を予定

項目
2019年度 2020年度 2021年度

3Q 4Q １Q 2Q 3Q 4Q １Q 2Q 3Q 4Q

事業性確認

設計・施工会社
公募選定

実施設計・施工

運用検証

エネルギー供給
会社公募選定
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（参考）現在の施工状況
13

• ７～８月は太陽光発電設備等設置工事を実施
• ９月以降は各種エネルギーシステム構成設備や自営線の設置工事を予定
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